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､

「
森
林
浴
」
へ
の
誘
い

ｌ
甲
山
森
林
公
園
を
歩
く

六
甲
連
山
の
東
、
甲
山
山
麓
の
緑
豊
木
の
発
散
す
る
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
と
い

か
な
丘
陵
地
に
広
が
る
甲
山
森
林
公
園
．
う
物
質
の
働
き
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
．

こ
こ
は
文
字
通
り
〃
阪
神
間
の
森
林
〃
ま
た
、
園
内
を
た
だ
歩
く
だ
け
で
も
心

の
印
象
。
初
夏
の
昼
下
が
り
、
こ
の
代
と
体
に
リ
ズ
ム
が
戻
っ
て
く
る
感
じ
で

表
的
な
森
林
浴
場
を
訪
れ
ま
し
た
．
し
た
．
モ
デ
ル
コ
ー
ス
と
し
て
、
モ
ニ

こ
の
公
園
は
、
樹
林
地
帯
が
全
域
の
ユ
メ
ン
ト
や
彫
刻
、
噴
水
、
展
望
台
な

肥
％
を
占
め
、
ア
ヵ
マ
ッ
、
ク
ス
ノ
キ
、
ど
を
め
ぐ
る
緩
や
か
な
起
伏
の
Ⅳ
町
が

コ
ナ
ラ
、
ヤ
マ
モ
モ
な
ど
種
類
も
多
様
あ
り
、
ま
た
体
力
測
定
コ
ー
ス
な
ど
も

で
す
．

あ
り
、
様
々
な
歩
き
方
が
で
き
ま
す
。

森
林
、
そ
れ
は
人
々
の
安
ら
ぎ
の
場
附
近
に
は
、
甲
山
大
師
や
仁
川
渓
谷
も

で
す
。
森
林
に
入
っ
て
少
し
歩
く
と
、
あ
っ
て
、
一
帯
が
ハ
イ
キ
ン
グ
ゾ
ー
ン

ま
ず
、
空
気
の
清
ら
か
さ
に
驚
か
さ
れ
に
も
な
っ
て
い
ま
す
．

ま
す
。
そ
し
て
、
目
が
さ
め
る
よ
う
な
★
交
通
●
阪
急
電
車
甲
陽
園
駅
か
ら
徒
歩
約
溺
分
（
約
口
帥
）
。

感
じ
に
な
り
、
静
け
さ
の
中
に
い
る
と
・
阪
神
電
車
西
宮
駅
か
ら
阪
神
バ
ス
県
立
甲
山
森
林
公

心
が
ゆ
っ
く
り
落
ち
着
い
て
く
る
気
が
☆
池
崎
認
が
せ
先

す
る
か
ら
不
思
議
で
す
．
こ
れ
は
、
樹
押
印
醸
郵
必
掴
噌
哩
竜
鶴
痴
１
４
６
０
０

〆司
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株式会社
神戸ポートピアホテル

取締役社長中内力

神戸市中央区港島中町６丁目１０－１
ＴＥＬ（0 7 8 ）3 0 2 - 1 1 1 1

、

■

' ８５神戸フランス週間 先端国際都市・神戸をめざす
ヤ

( 財神戸国際交流協会

会長宮崎辰雄

レストラン

ジャンムーラン
1 1 : 3 0 皿～２: 0 0 肌
５:O0Pl'L～10:00肌（水眼休）

神戸市中央区北野町３丁目１－１
TＥＬ（0 7 8 ) 2 4 2 - 4 1 8 8

ﾖノ
●お問い合わせ先（財) 神戸国際交流協会「神戸フランス週間係」

〒6 5 O 神戸市中央区港島中町６－９－１ＴＥＬ( 0 7 8 ) 3 0 3 - 0 0 9 0

ミュージック・スポット

サント・ノーレ
中谷衣. 1 1 4

トプロード店／中央区下山手通２－５－６
ＴＥＬ（0 7 8 ）3 9 1 - 3 8 2 2

北野店／ダイワナイトプラザ６Ｆ
ＴＥＬ（0 7 8 ）2 2 1 - 3 8 8 6

S ＯＧＯ
ＳＡＮＮＯＭＩＹＡＫｎｐ戸

●ボンジュール！
かわいい天使たち

●フランス広場

●フランスグッズ
バザール

●フォーマル
パーティ

●パネル
ディスカッション

●チャリティー
ストックバザー

●チャリティー
オークション

●ストリート
ファッションショー

●アンケート

耐㈱
１８:3 O P M～

飛
側

Ⅶ
㈱

7 h ～乃
㈱伽

恥圏
１８:0OPM～

７１３②
１３:､OPM～

、l～欺
附⑧

恥（B I
11330AM
15:30FＭ

恥（日）
13:30ＰＭ
１７:0OPM

74～７１４
（月）(日)

神戸文化ホール
大ホール

さんちかホール

そごう神戸店
１Ｆ

北野
カサプランカ
クラブ

神戸国際今塑堀
4０１．４０２
メインホール

タン関側
堀

プランタン南側
糖般ステージ

プランタン南側
特股ステージ

パリ・オペラ座バ
レエ学筏、待望の
再来臼

Ｓ8500円Ａ7500円
Ｂ6 0 0 0円Ｃ4 5 0 0円
Ｄ3000円
｢ 祭の夜」『ﾘｰズの結婚』睡草
｢キュ･ ･ ピットのいたずら」

ステー・ジでのシャンソン大会などのアトラクション
フランス風物紹介・嬉光案内コーナー
ドンクのパン・ケ･ ･ キの実演飯売

インテリアからフーズまで．フラ
ンス商品を一堂に

フオーーマルウェア暫用でカップルのゴージャスな雰
囲気
シャンソンのメロディーにのって楽しいパーティを

カップルで１万円

「日本とフランスの青少年」
司会大阪・神戸フランス識領事

アンドレ・プリューネ氏

パネリスト
日本民族学欄物誇大森蟻宏氏
フリーランサー倉田俊治氏
朝日新聞鱈集局長柴田氏

ー

ストツクパザールａ１ｄアフリカ基金チャリティ

パリの大遵芸人によるチャリティーオークション
( パントマイマー・・バイオリン弾き他）

神戸在住ギャル1 0 人による‘プランタンサマー商品
ファッションショー

フランス週間に関するアンケ・・卜。
応募者には紫敵な旅行案内を
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、

処ＵＲＦ面瓜開毎Ｆ

株式会社
オリエンタルホテル

代表取締役社長河野良三

神戸市中央区京町２５
ＴＥＬ（0 7 8 ) 3 3 1 - 8 1 1 1

神戸市灘区岩屋中町4 - 2 - 1 5 島文第３ビル9 Ｆ
ＴｅＬＯ７８(881)1530

ドンク三宮本店のご案内
１Ｆ販売２Ｆ喫茶
３Ｆラ・プラッセリー

7 制騨隙勤堀
TＥＬ（07 8 ) 3 9 1 - 5 4 8 1

●色彩と線描の巨匠
デュフィ展

●フランス料理
フェア

●フランス料理
フェア

●' 8 5 ＫＯＢＥパリ祭

●フランス名画祭
｢ 天井桟敷の人々」

●シャンソン・ド
パリ

い､ ふれあう。

１－シアードフェスティバル
月５日

軌‘鋤
倒崩

１０:0011Ｎ
～18:0OPM

別～剛
I厨（B）

別～､１
回㈱

垢闘
１８:3OPM

聡山

恥旧１
１５:0OPM

そごう神戸店
ワＦ大催今堀

オリエンタル
ホテル

ポートピア
ホテル

神戸文化ホール
大ホール

神戸国際会調堀
メインホール

神戸国照会鰻堀
４０１．４０２．３０１
メインホール

フランスの偉大な画家ラウル・デ
ユフイの描く、海・ヨット．音楽
会など代表作約8 0 点を展示します。

入場料一一般5 0 0 円（当日' 0 0 円〉
高大生3 5 0円（5 0 0円〉
小中生2 0 0円（3 0 0円〉

スカイレストラン( 1 1Ｆ) 1 2 : 0 0～1 0＄
コヒーハウス（１Ｆ＞１９: 0 0 A M ～９
アッパーラウンジ(１Ｆ)1 0 : 0 0 A M～７
デリカショッブ(１Ｆ）１１:00M#砦ﾉ７

マルセイ
ス風惣菜

0 O P M ワインの惣売
g 0 0 P Mワインの疑売
t00PMヶ・・キ類蔽売
:O0PM
ヱ田舎地方のフラン
・洋菓子等の飯売

ロビー売店（１Ｆ）８: 3 0 A M ～9 : 0 O P M
フランス製の洋品雑貨販売

お気軽にフランス料理．ワイン、デザ・・卜を･ ･ ･ ･
デザート3 5 0 円～一品料理1 8 0 0 円～
セット料理2 3 0 0 円～
フレンチレストランアラン･ シヤペル( 3 1 Ｆ〉
デジュネシェアランシャペル6 0 0 O 円く税･ サ別〉

③●②
高英男石井好子堀郁子他

第１部

第２部

出演／

1000円

３
時代の

7 0 0円《当日9 0 0円〉
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句

Ｕ

Ⅱ －、
、

"」
ＫＩＴＡＮＯ

'':嘉灘蕊撫霞鍔綴童雲謹'’
１オープン。ＭＯＧＡといえば、つともつとＭＯＧＡをノスタルジア神戸と日本木版画の実演も，
映画『危険な女たち』のロケにＰＲしていきたいですの技」をテーマに木版画
も使われたほど、北野の顔としねＪと鈴木勝美店長。，展が開かれた。展観。叙情あふれる井堂‘

蕊繍雛難議議燕

ては有名。
ｒドゥ・スール〈下
着）やアクセサリー・
とも関連させて、も
っともっとＭＯＧＡを
ＰＲしていきたいです
ね』と鈴木勝美店長。
新しくなったM O G A
をぜひ一度のぞいて
みてください。
●ＫＯＢＥＭＯＧＡ
中央区北野町4 - 1 - 1 2
異人館倶楽部3 Ｆ
垂078(241)1195

表情いきいき／
ﾘ ﾌ ﾚ ｯ ｼ ｭしたＫＯＢＥＭＯＧＡ|ﾘﾌﾚｯ瀬維ｉ,｡Gハ

ノスタルジア神戸と日本木版画の実演も
の技」をテーマに木版画
展が開
異国

かれ
唐諾
た。展観。叙情あふれる井堂
漂う神戸の風雅夫の世界、そして神戸

景を、日本が誇る伝統芸のノスタルジア…。
術・木版画技法により表木版画という１つの枠
現した、木版画家・井堂にとどまらず風呂敷や着
雅夫の新しい世界の作品物にもなっている彼の作
の数々を、京都風景をモ品は不思議と人々の気持

Ⅱ

チーフとした作品と共にちをホッとさせる。

神戸のノスタルジアを
木版画技法で表現

フランス料理

北野クラブ
中央区北野町１丁目5 - 7

念2 2 2 - 5 1 2 3
１ＭM～２: 3 0 FＭ

( ランチ/クインズランチは2 : 3 O P M まで）
５PM～10:30RM<ディナー）

神戸割烹

お可川
中央区北野町１丁

念222- 3 5 1 1
１ＭM ～ｇｆＭ

目5 - 1 0

手づくりのシフォンケーキと
サンドイッチ
ファミリア

北野坂ハウス
中央区北野町２( 北野坂）

壷22 2 - 3 5 3 5
1 1 A M ～６ＰＭ月曜休
会員制レストラン

インターナショナルゾーン
q $ B L ､ C パＣＬＵＢ
カサブランカクラブ
中央区北野町3 - 1 - 6

念241-0200.222-0182<バビロン）
入会金1 0 , 0 0 0円お食塀2 , 0 0 0円～
1 7 : 0 0 ～2 4 : 0 ０（フルコース）

花と植木

草 楽園
中央区山本通３丁目バス停前

９:30A M～７PＭ

スカンディナビア料理と
世界の民族音楽の店

ゴックスタッド
中央区山本通回教寺院前

壷2 4 2 - 0 1 3 1
５P M ～１A Ｍ水曜定休

フランス料理

ビストロドゥﾘ ﾖ ﾝ
中央区山本通２丁目1 3 - 6

壷2 2 1 = 2 7 2 7
正午～1 O P M 月曜休

メンバーズラゥンジ

異人坂花苑
中央区北野町２丁目9 - 2 2

念2 2 2 - 2 0 0 1
1 1 A M ～５F M ( ティータイム）
５: 3 0 F M～1 2 P M <メンバーズタイム）

ＣＯＦＦＥＥ＆ＳＯＵＶＥＮＩＲ

うろこの家
中央区北野町２丁目

壷2 4 2 - 6 5 3 0

手づくりの店

がれりや馬亜乃
中央区北野町４丁目９－６
伊藤マンション2 1 号

念2 4 2 - 5 0 0 5
１１A M ～７ＲＭ水曜休

美容室

ブルーあきら
中央区北野町３丁目

念2 2 1 - 9 0 8 0
9 A M ～６ＲＭ月･ 第３火休

駕芦蒔将
中央区中山手通１丁
モンシャトウコト君

念2 4 2 - 3 5 6 7

０

1 1 A M ～５F M ( ティータイム）土曜休
６F M ～1 2 R M ( ドリンクタイム）日祝休

異人館の１．‐ハイム

ラインの館
中央区北野町２~ ] 目1 0 - 2 4

念2 2 2 - 6 2 6 6
1 0 A M ～６１１Ｍ第３木j胆定休

スパニッシュレストラン

エル･ パンチョキタノ
上野町３丁目
マンション1 Ｆ

画2 4 1 - 1 3 4 4
水曜休

英国風レストラン

St・GeorgeJapan
中央区北野町１丁目2 - 1 7

志2 4 2画1 2 3 4
1ＭＩＪ～４F M (ランチタイム）
５RM～11 R M (会員制）

フランス料理’

ジャン・ムーラン
中央区北野町３丁目１－１

五24 2 - 4 1 8 8

5鵬Wlr熟休ノ
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△右／前川清明・治美夫妻左／お祝いに格調高< 「松の翁」を。
▼右／細川数夫㈱ジヤヴア社長中／後藤宣人㈱リック社長左／直営店のスタッフたち。

ジ

｡

話題のひろば

ｈ
＜Ⅱ＞魁

■

悪…‘＝凝藍、 口
創
立
十
三
年
目
を
迎
え
て
花
隈
に

〃
ぎ
や
る
そ
ん
ぬ
〃
が

新
社
屋
を
竣
工

■

‐
Ｌ

ｑ
ｆ
ｌ
ｌ
ｈ
ｌ
ｌ
Ⅱ
砧

個
性
的
な
ニ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
と
し
て

本
拠
地
の
神
戸
は
も
と
よ
り
、
一
塁
凧
へ

も
進
出
目
覚
し
い
株
式
会
社
ぎ
や
る
そ

ん
ぬ
が
披
斎
会
病
院
前
に
新
社
屋
を
完

成
し
、
そ
の
披
露
パ
ー
テ
ィ
が
４
月
蛇

日
に
催
さ
れ
た
。

新
社
屋
の
設
計
は
、
現
在
日
本
を
代

表
す
る
建
築
家
の
一
人
、
安
藤
忠
雄
氏

で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
つ
放
し
の
シ

ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
。
施
工
は
神
戸
で

数
々
の
業
績
を
残
す
大
工
建
設
（
株
）

八
西
宮
章
泰
社
長
Ｖ
で
地
下
２
階
、
地

上
４
階
建
て
の
社
屋
は
と
て
も
モ
ダ
ン

だ
。地

下
１
階
は
展
示
室
、
地
下
２
階
は

商
品
管
理
室
、
地
上
１
階
か
ら
３
階
ま

で
が
事
務
室
、
４
階
が
社
長
の
自
宅
と

い
う
構
成
で
、
吹
き
抜
け
の
空
間
が
ポ

イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。

披
露
パ
ー
テ
ィ
は
前
川
清
明
社
長
の

挨
拶
で
始
ま
り
、
創
業
の
際
、
前
川
社

長
の
力
に
な
っ
た
㈱
ジ
ャ
ヴ
ァ
の
細
川

数
夫
社
長
と
東
京
進
出
に
尽
力
さ
れ
た

㈱
リ
ッ
ク
の
後
藤
宣
人
社
長
が
来
賓
を

代
表
し
て
祝
辞
を
述
べ
た
。

続
い
て
前
川
社
長
の
尊
父
、
望
月
太

意
蔵
氏
と
弟
の
望
月
左
喜
蔵
氏
が
鼓
を

打
ち
、
今
藤
長
八
郎
の
唄
で
め
で
た
い

「
松
の
翁
」
が
奏
で
ら
れ
、
約
伽
名
の
招

待
客
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

創
業
鱒
年
目
を
迎
え
た
同
社
は
こ
れ

を
機
に
ｔ
ｒ
Ｏ
ｉ
Ｓ
１
ｇ
の
ブ
ラ
ン
ド

ロ
ゴ
を
３
Ｇ
と
新
し
く
し
、
治
美
夫
人

が
デ
ザ
イ
ン
す
る
劃
孫
の
ブ
ラ
ン
ド
と

共
に
新
し
い
服
づ
く
り
が
注
目
さ
れ
る

辱 画

■
骨
皿
圃
“
い
い
Ⅷ
〕

■
画
■
ワ▲

●

一
壱

引

住
▼ 国語
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施工

谷挫j 熱拭会

新
社
屋
は
敷
地
面
積
皿
平
方
メ
ー
ト

ル
、
建
物
面
積
Ⅷ
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、

地
上
３
階
か
ら
４
階
は
吹
き
抜
け
に
な

っ
て
い
る
、
地
下
２
階
ま
で
採
光
が
良

く
明
る
く
て
快
適
だ
と
ス
タ
ッ
フ
の
話
。

〃
ぎ
や
る
そ
ん
ぬ
〃
の
前
川
社
長
は
晦

年
前
の
神
戸
ま
つ
り
の
頃
、
噴
水
の
あ

る
〃
青
年
広
場
〃
を
本
誌
が
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
し
て
い
た
が
、
学
生
ア
ル
バ
イ
ト

と
し
て
、
ア
ー
チ
の
看
板
描
き
を
手
伝

っ
て
く
れ
た
若
者
だ
。
そ
ん
な
前
川
ク

ン
が
、
今
や
貫
録
充
分
の
気
鋭
の
若
手

社
長
に
成
長
し
て
い
る
姿
は
感
無
量
で

あ
る
。／

株式会社ぎやるそんぬ
〒6 5 0 神戸市中央区中山手通6 - 1 8 - 1
ＴＥＬ(078)382-0214(代表）

〒65 7神j i I I i糊ズ味泥II I r 4綱2勝
ＴＥＬ(078)801-5745ＦＡＸ(078)801-9‘193
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／

衣裳／中川衣裳店
符付／ちづる美容室

、写真／大紀写真室

＝

｡

‘iii鱗
■

燕

二

蕊

蕊 ."』

窒雲塾

さわやかに美しく

そして豪華な

幸せの晴着

礼御婚礼衣裳展示会

■

６月２３日（日）
午前1 0 時～午後５時
オリエンタルホテル

２Ｆ大ホール
■

６月３０日（日）
午前1 0 時～午後５時
舞子ビラ２Ｆ

曾
中側赤堂九

三宮店三宮センター街そごう前入る
ＴＥＬ３３１－５３３３

上沢店上沢４丁目バス停西へ行く山側
ＴＥＬ5 2 1 - 0 6 8 0

擁ｙ－ビラ衣裳室T E L 7 0 6 - 2 9 0 8 ㈹
長田神社衣裳室ＴＥＬ6 9 1 - 7 2 0 4

、

ノ
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名谷店／須磨パテオ専門館2 Ｆ（7 9 1 ) 8 1 2 3
ロイヤルみどりポートピアホテル店／
神戸ポートピアホテル2 Ｆ（3 0 2 ) 1 5 8 1

ギヤルソンヌみどり／本店1 Ｆ（3 3 1 ) 1 2 4 5
大阪／ホテルプラザピューテイーパーラー

マルピルみどり美粧院‘N C B 美容室、
ホテル日航大阪美容室

京都／東急ホテル美容室

、／

みと､リ董誌侭
戎侮蓋鐙葱ノ

輝く佳き日に

個性がひきたつ

本店みどり美粧院／生田神社前（3 3 1 ) 1 2 4 3 ～４
そごう美容室／三宮そごう新館7 Ｆ（2 5 1 ) 6 7 5 5
あさひ店／朝日会館東角（3 9 1 ) 3 4 3 3
芦屋ロイヤルみどり／モンテメール5 Ｆ

0797(32)5293
ニューポート美容室／ニューポートホテル内

（251)6745

、県民会館美容室／県民会館B１（331)1286

ﾃ

ﾐ#胃

晴れ姿を……

ー

皇些運
』

４
乱

鄭
。

●い．両

Ｊ１

撰拶

縛
訟
蕊
ｒ
ｌ
１ ４．
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☆本格派の人々に愛される

、

伝統が育んだ
格調ある神戸の専門店
☆よい品だけを世界から

堂寡
神戸市中央区尤町ｊｍｌＩ~脚4 - 1 3 冠3 3 1 - 3 1 1 2

☆婦人帽子

、、cAx､､､《雨、
ロマ琴シ＞

神戸市中央区北長挟通2 丁何6 - 1 3 盆3 3 1 - 6 7 1 1M r D o n a l d B r a d s h a w，ｓｅｙｅ
し地球の烏たぢ剤 ☆選りすぐった一点を…。

ganoheー 一

ソマリア、スーダソ、ウガソダ、タンザニア、ケニア等東アブ

一国

神戸市中央区元町通2 . 1 ~ 1 1 5 - 7 念3 3 1 - 4 7 0 7

1１ ☆よろず御槻衣鎚上虎

神戸シャツ＝ 勇一ーー

神戸市中央区三富町３r l I 1 - 6 念3 3 1 - 2 1 6 8

壱 一醤舘

W h i t e - c r o w n e d S h r i k e シロズキンヤブモズ

ヨョォ打学名：Euroce p h a I u s r u p p e I l i
撮影場所：東アフリカ、ケニアバリンゴ湖付近

神戸市中央区三官町3 丁1 1 1 - 9 壷3 3 1 - 5 1 9 0この美しい烏は９種類ある頭巾モズの１種で、エチオピア、

☆舶来品ブティック

D D n a l d B r a d s h a w 〔ドナルドブラソドショ･ 一）

ヱコターニュートン
リカにだけ生息している。写真の様に、年中乾燥した、トゲの

神戸市中央区北長狭通3 丁側1 2 - 1 4 壷3 3 1 - 1 8 1 8

ある蕨の多い所に住み、怒り、警戒興諒した時などに荒々しい
☆世界のチョコレート

永田良介商店

声を出す｡

神戸市中央区ﾉ ﾋ 町本埋１r f l 8 - 5 壷3 9 1 - 3 1 3 8

ノ

☆欧風家具･ 設計･ 創作1 9 3 3 年英刷塩まれ／1 9 6 7 年に来日し，六甲
に住む。製薬会社取締役社長。野龍動物、野
鳥観察が趣味で南極、アマゾン流域、フォー
クランド諸島、アラスカ、噸アフリカ、ハワ
イ諸島、パラ洲･ 諸島の各地を訪問 神戸市中央区三富町３ｒ何1 - 4念3 9 1 - 3 7 3 7～９
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■夕Y アモンド■天然宝石■貴金属
米国宝石学会鑑定鑑別士他. l ‘A ･ G . G ､ ) 大野治代

蕊 白賓堂
〒６５７神戸市灘区篠原中町1 丁目2 審4 号
趣0 7 8 - 8 8 1 - 6 0 0 O 阪急六甲訳西3 0 0 m / 駐車場完備
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★
〃
姥
と
き
め
き
〃
が
お
芝
居
に

作
家
田
辺
聖
子
さ
ん
の
〃
姥

ざ
か
り
″
が
昨
年
、
関
芸
に
よ

っ
て
劇
化
さ
れ
て
評
判
を
呼
ん

だ
が
、
今
年
は
〃
姥
と
き
め

き
″
が
、
吹
田
文
化
セ
ン
タ
ー

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
開
き
に
、
関

芸
の
手
に
よ
っ
て
再
び
劇
化
。

灘
》
騨

幕
し
、
田
辺
聖
子
さ
ん
と
ご
主

人
の
川
野
純
夫
さ
ん
こ
と
カ
モ

ヵ
の
お
っ
ち
ゃ
ん
が
観
劇
。
道

井
直
次
さ
ん
の
演
出
で
関
西
の

味
濃
く
、
ウ
タ
コ
さ
ん
を
中
心

に
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
よ
く
上
演
さ

れ
た
。

「
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
が
ち
ょ
っ
と

し
め
っ
ぽ
い
か
な
あ
。
去
年
の

〃
姥
ざ
か
り
″
の
方
が
よ
く
笑

っ
た
わ
ね
」
と
田
辺
さ
ん
。
一
局

齢
化
社
会
を
さ
わ
や
か
に
生
き

ぬ
く
ウ
タ
コ
さ
ん
へ
の
共
感
者

は
多
い
。
近
著
の
「
ベ
ッ
ド
の

思
惑
」
は
定
評
あ
る
ハ
イ
ミ
ス

物
語
。
五
月
十
九
日
は
神
戸
ま

つ
り
の
パ
レ
ー
ド
で
、
本
誌
の

フ
ロ
ー
ト
に
の
っ
て
今
年
は
親

１
１１７
１

の
。
「
最
早
、
聴
衆
の
数
を
集

め
れ
ば
い
い
と
い
う
時
代
で
は

な
い
。
と
く
に
神
戸
の
場
合
、

市
立
博
物
館
や
異
人
館
な
ど
ホ

ッ
ト
な
雰
囲
気
の
中
で
楽
し
く

コ
ン
サ
ー
ト
が
鑑
賞
で
き
る
と

い
う
、
そ
う
い
う
コ
ン
サ
ー
ト

を
数
多
く
や
り
た
い
で
す
ね
」

と
改
め
て
〃
神
戸
″
に
こ
だ
わ

る
様
子
だ
。

六
月
十
二
、
十
三
両
日
に
は

市
立
博
物
館
で
藤
原
真
理
に
よ

る
バ
ッ
ハ
の
無
伴
奏
チ
ェ
ロ
組

曲
全
曲
演
奏
会
を
行
う
。

☆
イ
ン
ド
古
典
音
楽
と
声
明

を
コ
ン
サ
ー
ト
で
融
合

イ
ン
ド
の
竹
笛
〃
バ
ン
ス
リ

ー
″
を
使
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
コ

ン
サ
ー
ト
が
、
四
月
十
三
日
夜
、

六
甲
で
開
か
れ
た
。

蕊
鍵

・
二
年
余
り
の
イ
ン
ド
音
楽
留

学
か
ら
昨
夏
帰
国
し
た
ば
か
り

で
、
本
格
的
な
演
奏
活
動
は
こ

れ
が
初
め
て
・
イ
ン
ド
音
楽
は
、

ラ
ー
ガ
（
音
階
）
の
基
本
旋
律

の
他
は
即
興
さ
れ
発
展
性
が
あ

る
。
今
回
の
企
画
に
つ
い
て
、

「
異
国
に
身
を
置
く
と
自
分
に

目
が
い
き
ま
す
。
お
経
と
の
ジ

ョ
イ
ン
ト
を
考
え
た
の
は
、
日

本
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い

と
い
う
気
持
ち
か
ら
。
そ
れ
に

ラ
ー
ガ
と
声
明
に
は
似
通
う
所

が
あ
る
ん
で
す
」
と
中
川
さ

ん
。
「
今
後
は
大
編
成
の
も
の

を
」
と
意
欲
を
見
せ
て
い
た
。

oｊＷｅｅ
Ｂｒｃａｋ

さ
ん
。
「
今
や
高
度
情
報
化
時

代
。
確
か
に
上
辺
は
情
報
が
氾

濫
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
本

当
に
欲
し
い
情
報
は
な
か
な
か

掴
め
な
い
。
情
報
を
い
か
に
シ

ス
テ
ム
化
で
き
る
か
が
重
要
で

す
が
、
そ
の
た
め
に
は
〃
感
性
″

を
磨
く
こ
と
が
必
要
で
す
」
と

の
主
旨
か
ら
、
今
回
の
テ
ー
マ

は
「
今
拓
く
感
性
の
新
時
代
」

国
際
青
年
年
、
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア

ー
ド
神
戸
大
会
関
連
を
は
じ
め

八
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
分
か
れ

て
討
論
が
行
わ
れ
る
。

「
新
国
際
都
市
実
現
へ
の
実
験

と
実
践
の
場
に
し
た
い
」
と
、

準
備
に
も
熱
が
入
る
。

☆
神
戸
の
持
ち
味
を
生
か
し
た

コ
ン
サ
ー
ト
を
手
掛
け
た
い

「
生
計
を
考
え
る
と
神
戸
だ
け

だ
と
苦
し
い
の
で
す
が
、
発
足

時
の
初
心
に
返
っ
て
コ
ッ
コ
ッ

と
や
り
ま
す
」
と
話
す
の
は
㈲

神
戸
コ
ン
サ
ー
ト
協
会
代
表
取

締
役
社
長
の
中
筋
栄
一
さ
ん
。

一
綴
峰
蕊

は
大
阪
事
務
所
を
㈲
大
阪
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
協
会
と
名
称
を
変

え
、
新
た
に
設
立
、
独
立
法
人

と
し
て
知
友
の
黒
川
浩
明
さ
ん

に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
。
中
筋
さ
ん

は
役
員
と
し
て
残
る
も
の
の
、

こ
れ
を
機
に
神
戸
を
中
心
に
兵

庫
県
下
で
頑
張
ろ
う
と
い
う
も

指
姫
。
益
々
姫
ざ
か
り
だ
。

☆
苦
し
い
と
き
だ
か
ら
こ
そ

あ
え
て
新
社
屋
を
竣
工

四
月
十
七
日
、
大
工
建
設
株

式
会
社
（
本
社
・
灘
区
、
西
宮

章
泰
代
表
取
締
役
）
の
新
社
屋

縄
》
識

Ｉ
テ
ィ
で
「
建
設
業
は
三
大
不

況
産
業
の
一
つ
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
厳
し
い
中
で
、
な

ぜ
新
社
屋
を
建
て
た
か
と
い
う

と
、
二
○
○
一
年
ま
で
生
き
残

る
た
め
に
は
、
借
金
を
し
て
で

も
、
高
品
質
の
商
品
を
提
供

し
、
人
材
育
成
の
た
め
に
全
社

員
の
衆
知
を
集
め
る
必
要
が
あ

り
、
そ
の
た
め
手
狭
に
な
っ
た

社
屋
を
あ
え
て
新
築
、
一
つ
の

目
的
に
向
っ
て
遮
進
し
た
い
」

と
決
意
新
た
に
あ
い
さ
つ
を
し

た
西
宮
社
長
。
借
金
を
逆
手
に

と
っ
て
の
頑
張
り
を
期
待
し
た

☆
〃
感
性
の
時
代
″
に

何
を
成
し
う
る
か

（
社
）
神
戸
青
年
会
議
所
（
中

尾
要
理
事
長
）
が
毎
年
取
り
組

む
「
サ
マ
ー
フ
オ
ー
ラ
ム
イ
ン

鰻
鍵

国
際
交
流
会
館
で
行
わ
れ
る
が

そ
の
実
行
委
員
長
が
大
月
京
一
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い
ま
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
や
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
の
人
止
柵
内
に
い

る
ア
ヒ
ル
と
ヤ
ギ
の
ナ
シ
ち
ゃ
ん
が
幼
児
た
ち
の
人
気
者
に
な
っ

て
い
る
。

「
可
愛
い
い
ノ
．
ウ
ワ
ー
、
カ
ワ
ィ
イ
」

お
そ
る
お
そ
る
小
さ
な
手
で
イ
ヌ
や
ネ
コ
と
は
ち
が
っ
た
動
物

を
触
っ
た
こ
と
の
体
験
が
、
歓
声
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
遠
足
の
園

児
た
ち
に
首
や
背
を
丸
め
て
触
ら
せ
て
い
る
ナ
シ
ち
ゃ
ん
は
大
人

た
ち
よ
り
子
供
た
ち
が
好
き
だ
。

先
生
に
教
え
て
貰
っ
た
と
見
え
、
小
さ
な
手
で
青
草
を
食
べ
さ

せ
て
は
、
さ
す
っ
て
く
れ
る
。
動
物
た
ち
は
み
な
グ
ル
ー
ミ
ン
グ

が
好
き
だ
か
ら
、
ナ
シ
ち
ゃ
ん
は
す
ぐ
座
り
こ
ん
で
〃
も
っ
と
な

ぜ
て
″
と
眼
を
細
め
て
い
る
。
と
、
そ
の
と
き
頭
の
上
か
ら
、
誰

か
が
ミ
カ
ン
の
皮
を
投
げ
つ
け
て
き
た
。

「
キ
ャ
ー
、
誰
だ
／
」

「
あ
っ
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
ポ
ピ
ア
ち
ゃ
ん
や
」

「
ま
あ
、
や
き
も
ち
や
い
て
い
る
の
よ
」

そ
れ
で
も
ヤ
ギ
に
ぱ
か
り
か
ば
っ
て
い
る
と
、
ド
ン
ド
ン
ド

ン
、
鉄
格
子
を
足
で
眺
飛
ば
し
ヤ
ギ
を
追
い
立
て
よ
う
と
す
る
。

人
な
つ
こ
い
ヤ
ギ
の
ナ
シ
ち
ゃ
ん
は
呼
ん
で
い
る
ポ
ピ
ア
に
甘
え

る
よ
う
に
首
す
じ
を
さ
す
り
つ
け
る
の
だ
。
ど
う
や
ら
、
ナ
シ
ち

ゃ
ん
も
ま
た
ア
ヒ
ル
の
神
吉
た
ち
と
同
様
に
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
が
人

間
の
よ
う
な
姿
を
し
て
い
る
の
で
心
を
よ
せ
て
い
る
よ
う
だ
。
あ

の
巨
漢
の
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
に
さ
え
格
子
の
間
か
ら
首
す
じ
を
触

ら
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

〔
引
取
り
手
の
な
か
っ
た
ナ
シ
ち
ゃ
ん
と
ア
ヒ
ル
た
ち
〕

同
じ
よ
う
に
ヤ
ギ
の
足
元
に
何
時
も
い
る
居
候
ア
ヒ
ル
の
神

吉
、
神
太
、
神
次
の
方
が
、
実
は
先
輩
な
の
で
あ
る
。
朝
の
早
い

私
の
足
元
に
ま
つ
わ
り
つ
い
て
く
る
ア
ヒ
ル
た
ち
に
、
負
け
て
し

ま
っ
た
私
、

「
お
前
の
飼
主
は
身
勝
っ
て
や
な
あ
。
捨
て
に
来
る
の
だ
っ
た
ら

飼
わ
な
か
っ
た
ら
よ
い
の
に
」

ヤ
ギ
の
ナ
シ
ち
ゃ
ん
も
同
様
で
あ
っ
た
。
一
時
、
動
物
病
院
の

醐

鱗
蕊議

１
１１９
１

函
駐

い
様
で
あ
っ
た
。
一
時
、
動
物
病
院
の

隔
離
室
で
育
て
ら
れ
て
い
た
が

引
き
取
り
主
が
な
い
た
め
、
処

分
さ
れ
る
運
命
に
あ
っ
た
。
現

丞
在
、
二
百
種
千
点
を
飼
育
し
て

産
い
る
わ
が
王
子
動
物
園
に
は
ヤ

率
ギ
、
ヒ
ツ
ジ
、
ラ
ク
ダ
と
い
う

》
柾
子
供
た
ち
の
ア
イ
ド
ル
が
一
頭

目
症
も
い
な
い
。
か
つ
て
開
園
当
時

○
Ｌ

震
唾
に
は
、
ず
い
分
と
繁
殖
さ
せ
、

渉
却
ヤ
ギ
の
乳
を
搾
っ
て
見
せ
た
り

奉
垂
も
し
て
い
た
が
園
内
整
備
と
共

牢
鐸
に
次
々
転
出
さ
せ
て
し
ま
っ
た

ャ
を

チ
紙
の
で
あ
る
。

ツ
●厩蝿

「
よ
し
、
暫
ら
く
で
も
お
い
て

拝
斡
や
る
さ
か
い
、
あ
ん
ま
り
汚
し

▲
▼
回
っ
た
ら
あ
か
ん
ゾ
ノ
．
」

と
、
ア
ヒ
ル
た
ち
に
も
ヤ
ギ

の
ナ
シ
ち
ゃ
ん
に
も
負
け
て
し
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蕊そ
の
ナ
シ
ち
ゃ
ん
が
満
一
才
を
迎
え
、
最
近
後
足
の
間
に
あ
る

乳
房
が
、
え
ら
い
大
き
く
な
り
だ
し
た
。

「
ナ
シ
ち
ゃ
ん
、
娘
さ
ん
に
な
っ
て
き
た
か
ら
子
ヤ
ギ
生
む
ん
や

で
／
・
」今

、
ザ
ー
ネ
ン
種
で
あ
る
ナ
シ
ち
ゃ
ん
の
い
い
お
婿
さ
ん
を
探

し
て
い
る
。

〔
知
っ
て
ま
す
か
、
モ
ヘ
ヤ
ー
に
カ
シ
ミ
ヤ
、
み
ん
な
ヤ
ギ
の
毛

で
す
ぞ
／
〕

ヤ
ギ
は
寒
さ
に
強
く
、
粗
食
に
た
え
る
の
で
飼
い
や
す
い
。
尾

下
腺
、
つ
ま
り
尾
の
下
の
つ
け
根
に
あ
る
虹
門
腺
か
ら
強
い
喚
い

を
出
す
の
で
、
特
に
発
情
期
の
オ
ス
は
嫌
わ
れ
る
が
、
ヤ
ギ
の
乳

は
牛
乳
よ
り
脂
肪
が
多
く
消
化
が
良
い
の
で
私
も
ま
た
よ
く
飲
ん

だ
覚
え
が
あ
る
。

ま
た
何
と
い
っ
て
も
毛
の
長
い
ア
ン
ゴ
ラ
種
の
毛
を
モ
ヘ
ヤ
ー

と
い
い
、
絹
の
よ
う
な
カ
シ
ミ
ヤ
種
の
毛
を
カ
シ
ミ
ヤ
と
い
い
高

価
で
貴
重
な
繊
維
の
原
料
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
知
だ
ろ
う

か
。ナ

シ
ち
ゃ
ん
の
毛
は
短
か
く
乳
用
、
肉
用
の
ヤ
ギ
で
も
、
最
も

す
ぐ
れ
た
ヤ
ギ
の
一
種
ザ
ー
ネ
ン
種
で
角
の
無
い
の
が
自
慢
。
こ

の
秋
に
は
子
ヤ
ギ
生
む
ん
や
で
…
…
。

蕊」

ま
っ
た
か
ら
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
舎
の
裏
通
路
や
人
止
柵
内
の
僅
か

な
空
地
を
住
い
に
し
て
や
っ
た
ら
、

「
ナ
シ
ち
ゃ
ん
散
歩
に
行
こ
う
か
」

毎
夕
、
閉
園
後
若
い
飼
育
員
の
兼
光
君
、
関
君
、
佐
々
木
君
、

中
岡
君
た
ち
が
、
欠
か
さ
ず
園
内
に
連
れ
だ
し
て
く
れ
て
い
る
。

〃
あ
り
が
と
う
、
み
ん
な
や
さ
し
い
な
あ
″

だ
が
、
そ
の
ナ
シ
ち
ゃ
ん
に
も
ラ
イ
バ
ル
が
現
れ
た
。
あ
の
、

す
ぐ
近
く
の
オ
オ
カ
ミ
舎
で
誕
生
し
た
、
人
工
育
ち
の
〃
武
蔵
″

で
あ
る
。
つ
い
こ
の
間
ま
で
、
小
犬
ぐ
ら
い
だ
っ
た
頃
に
は
近
づ

い
て
も
鼻
と
角
の
な
い
頭
で
あ
し
ら
っ
て
い
た
が
、
も
は
や
ヒ
ョ

ウ
以
上
に
大
き
く
な
っ
た
オ
オ
カ
ミ
に
は
応
戦
で
き
な
い
。
オ
オ

カ
ミ
担
当
の
藤
井
飼
育
員
の
姿
を
見
た
ア
ヒ
ル
が
い
ち
早
く
「
ガ

ア
、
ガ
ア
、
ガ
ア
」
と
騒
ぎ
だ
せ
ば
、
ナ
シ
ち
ゃ
ん
も
ア
ヒ
ル
た

ち
も
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
た
ち
の
オ
リ
側
に
さ
っ
と
逃
げ
寄
り
救
い
を

も
と
め
る
と
、
「
ギ
ヤ
、
ギ
ヤ
、
ク
ワ
ー
ン
」
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の

ジ
ョ
ニ
ー
、
チ
ェ
リ
ー
、
ユ
キ
、
ア
キ
、
ポ
ピ
ア
た
ち
が
ナ
シ
ち

ゃ
ん
か
ば
っ
て
吠
え
た
て
る
の
だ
。

「
な
る
程
な
あ
／
、
み
ん
な
か
ば
い
あ
っ
て
い
る
の
や
／
・
」

〔
紙
を
与
え
る
大
人
た
ち
、
今
や
毒
の
紙
で
す
ぞ
ノ
．
〕

あ
れ
だ
け
学
童
た
ち
に
触
っ
て
貰
っ
て
も
、
草
や
パ
ン
く
ず
が

落
ち
て
い
る
ぐ
ら
い
だ
の
に
、
大
人
た
ち
が
く
る
と
ナ
シ
ち
ゃ
ん

の
足
元
に
チ
リ
紙
が
散
乱
す
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
。
さ
て
、
ウ
シ
同

様
反
舞
す
る
ヤ
ギ
や
ヒ
ツ
ジ
の
胃
は
四
室
に
分
れ
て
い
る
。
第
一

と
塁
い

胃
を
痛
国
月
と
い
い
、
一
番
容
積
が
大
き
く
、
一
定
温
に
保
た
れ
、

バ
ク
テ
リ
ヤ
や
原
虫
類
が
繁
殖
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
微
生
物
が

繊
維
素
（
セ
ル
ロ
ー
ズ
）
を
分
解
す
る
。
そ
し
て
第
二
胃
は
、
内

壁
の
粘
膜
が
蜂
の
巣
状
の
雛
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
は
ち
す
胃
と
い

う
が
、
彼
等
は
肉
食
獣
か
ら
さ
け
る
た
め
早
く
草
や
木
の
葉
を
大

量
に
食
べ
、
そ
し
て
食
塊
を
再
び
口
へ
戻
し
て
、
ゆ
っ
く
り
唾
液

と
よ
く
混
ぜ
な
が
ら
噛
み
な
お
す
、
さ
ら
に
第
三
胃
、
第
四
胃
内

で
胃
液
で
分
解
さ
れ
腸
へ
送
ら
れ
る
。
こ
れ
が
反
鍔
動
物
の
簡
単

な
消
化
メ
カ
ニ
ッ
ク
だ
が
、
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
昔
、
ヤ
ギ
や
ヒ

ツ
ジ
は
紙
を
食
べ
る
と
教
え
ら
れ
て
い
た
。
確
か
に
ヤ
ギ
は
木
の

繊
維
質
で
作
ら
れ
る
紙
を
食
べ
る
。
だ
が
栄
養
的
に
も
意
味
な

§

オオカミの武蔵はナッチャンのライバルです。

く
、
製
紙
行
程
上
の
薬

品
や
、
印
刷
イ
ン
ク
も

含
ま
れ
て
い
る
。
近
年

化
学
繊
維
が
含
ま
れ
た

紙
を
平
気
で
食
べ
さ
せ

て
い
る
の
だ
。

「
昔
か
ら
ヤ
ギ
は
紙
を

食
べ
る
も
ん
で
す
」
と

い
う
大
人
た
ち
に

「
お
っ
ち
ゃ
ん
、
ヤ
ギ

は
紙
食
べ
た
ら
死
ぬ

で
ノ
・
」草

を
手
に
す
る
学
童

の
眼
が
輝
い
て
い
た
。

１
１２０
１
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灘

■第191厘I■
元町キャンペーン座談会う

と
い
う
動
機
と
な
っ
た
の
は
、
去
年

の
反
響
が
す
ご
く
よ
か
っ
た
か
ら
な
ん

で
す
。
よ
く
〃
元
ブ
ラ
″
っ
て
言
い
ま

す
が
、
ふ
つ
う
来
ら
れ
る
お
客
様
の
メ

イ
ン
の
目
的
は
買
い
物
で
す
よ
ね
。
そ

れ
が
、
い
ろ
ん
な
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を

し
て
い
る
か
ら
、
つ
い
つ
い
あ
っ
ち
へ

フ
ラ
フ
ラ
、
こ
っ
ち
へ
ブ
ラ
ブ
ラ
し
て

い
る
う
ち
に
ひ
ど
い
人
は
買
い
物
を
忘

れ
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、
な
か
な
か
お

も
し
ろ
か
っ
た
、
と
い
う
よ
う
な
ナ
マ

★
元
町
を
愛
で
つ
つ
も
う

今
年
も
「
元
町
・
愛
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
が
開
か
れ
、
４
月
羽
日
か
ら
５
月
６

日
ま
で
の
９
日
間
、
た
く
さ
ん
の
イ
ベ

ン
ト
で
元
町
全
体
が
盛
り
あ
が
っ
た
。

１
１
今
回
で
２
回
目
で
す
が
、
昨
年
と

違
う
点
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

伊
藤
今
年
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
や
る

坂田道治さん
く㈱トーシン社長＞

２
１
２
１
１

と
も
に
、
言
葉
ど
お
り
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

が
ス
タ
ー
ト
し
た
と
思
い
ま
す
。

島
田
去
年
は
元
町
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
元

年
で
、
元
町
を
自
分
た
ち
の
手
で
復
興

さ
せ
る
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
か
ら
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
元
町
を
ど
や
し
つ
け
る
』

ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ
を
柱
に
お
祭
り
を
し

た
ん
で
す
。
初
年
度
だ
っ
た
の
で
、
〃
元

町
ど
な
い
し
と
ん
や
″
と
い
う
の
を
自

分
た
ち
で
考
え
る
年
で
し
た
が
、
今
年

は
〃
元
町
ど
な
い
す
ん
の
や
″
の
年
じ
》

や
な
い
か
と
思
い
ま
す
ね
。
そ
れ
で
、

今
年
は
、
ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ
に
代
わ
る

も
の
と
し
て
「
論
文
募
集
」
と
サ
ブ
タ

イ
ト
ル
に
〃
そ
し
て
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー

ド
″
と
つ
い
て
い
ま
す
が
、
ユ
ニ
バ
ー

シ
ア
ー
ド
の
２
本
を
柱
に
元
町
の
パ
ワ

ー
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
こ
と
だ

っ
た
ん
で
す
。

ｌ
昨
年
と
今
年
で
は
、
性
格
的
に
変

わ
っ
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

蓮
池
こ
れ
ま
で
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
何

ら
か
の
形
で
売
り
上
げ
に
貢
献
す
る
イ

ベ
ン
ト
が
主
で
し
た
が
、
売
り
上
げ
を

度
外
視
し
て
、
元
町
１
丁
目
か
ら
６
丁

目
ま
で
歩
い
て
い
く
だ
け
で
十
分
楽
し

め
る
、
楽
し
み
の
あ
る
街
づ
く
り
を
目

ざ
し
て
い
る
ん
で
す
。

伊
藤
や
は
り
、
１
年
間
に
少
く
と
も

何
日
間
は
、
商
売
ぬ
き
で
地
域
が
一
つ

の
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
の
集
積
地
で
あ
る

と
い
う
街
に
し
た
い
で
す
ね
。

坂
田
私
は
今
年
か
ら
街
づ
く
り
に
参

加
し
て
い
ま
す
が
、
元
町
に
ど
う
し
て

歩くだげでも
楽しめる街に

島田誠さん
く( 鯛海文堂書店社長＞

霞蝿
缶

伊藤忠徳さん
く㈱ウメタニ社長＞

伝
統
を
守
る
会
″
を
中
心
に
ス
タ
ー
ト

し
た
元
町
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
が
今
年
は
Ｐ

Ｒ
委
員
会
や
各
町
の
事
業
部
も
積
極
的

に
参
加
し
、
本
格
的
に
動
き
出
し
ま
し

た
。
商
店
街
じ
た
い
の
底
辺
が
広
が
っ

た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
内
外

し
た
が
、
で
き
あ
が
っ
た
ら
素
晴
ら
し

か
っ
た
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
ぜ
ひ
２
回

目
、
３
回
目
と
続
け
る
べ
き
だ
、
と
い

う
こ
と
で
今
年
も
企
画
し
ま
し
た
。

と
に
か
く
最
初
は
、
〃
元
町
の
文
化
と

の
声
が
多
か
っ
た
し
、
去
年
の
メ
イ
ン

の
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
〃
ア
イ
デ
ア
コ
ン

ペ
〃
も
評
判
が
よ
か
っ
た
で
す
し
。
元

町
と
い
う
一
つ
の
地
域
で
、
し
か
も
手

づ
く
り
で
や
っ
て
い
る
こ
と
で
す
か

ら
、
ど
こ
ま
で
で
き
る
か
と
心
配
し
ま

蕊霧

蓮池国男さん
く国際楽器㈱＞

霞

鴬
談
…
＃
…
：
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期間中に集まった募金を' 8 5 ユニバーシアード神戸大会組織委員会神戸事務所長の以登田さんへ（左〉
ユニバジェンヌからお礼の花束を贈られる元町商店街連合会会長の山端さん（右）

戸Ｉ

こ
れ
か
ら
は
何

ハ
ー
ト
の
時
代

堵
蝋
劉
が
蕊
掃
溌
蕊
識
鶴

も
店
を
出
し
た
い
と
思
っ
て
出
店
し
て

今
年
で
旭
年
に
な
る
ん
で
す
。
加
年
を

過
ぎ
た
ら
街
の
お
手
伝
い
を
し
よ
う
と

考
え
て
き
た
ん
で
す
。
個
店
の
売
り
上

げ
と
い
う
目
に
見
え
る
返
し
方
じ
ゃ
な

く
て
、
元
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
と
思
っ
て

Ｐ
Ｒ
委
員
会
に
入
れ
て
も
ら
い
ま
し
た

私
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
〃
何
が
な

ん
で
も
Ｉ
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｃ

、

Ｈ
１
″
な
ん
で
す
が
、

を
す
る
に
も
〃
愛
〃
、

な
ん
で
す
よ
。

☆
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
へ
向
け
て

加
年
目
の
パ
ス
ボ
ー
ト

ー
〃
愛
“
と
い
う
言
葉
が
欄
ま
し
た

が
、
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
稲
神
戸
大
会

の
テ
ー
マ
も
愛
で
す
ね
。

島
田
元
町
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
通

じ
て
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
に
貢
献
し
な

い
と
い
け
な
い
、
そ
れ
も
単
に
お
祭
り

と
い
う
だ
け
で
は
つ
ま
ら
な
い
と
い
う

の
で
、
と
も
か
く
募
金
を
し
て
援
助
を

し
よ
う
と
。
元
町
生
誕
加
年
を
記
念
し

て
、
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
に
加
番
目
に

エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
る
発
展
途
上
国
の
選

手
団
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
よ
う
と
考
え

た
わ
け
で
す
。
た
ぶ
ん
日
本
の
人
た
ち

が
名
前
も
知
ら
な
い
よ
う
な
国
な
の
で

そ
の
国
の
こ
と
を
パ
ネ
ル
に
し
て
紹
介

を
し
て
あ
げ
よ
う
、
試
合
の
日
に
は
応

援
に
も
行
こ
う
、
終
わ
っ
た
ら
京
都
ぐ

ら
い
つ
れ
て
い
っ
て
あ
げ
よ
う
、
と
い

う
よ
う
に
、
ま
る
ご
と
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

を
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
ユ
ニ
バ
ー
シ

ア
ー
ド
組
織
委
員
会
に
お
願
い
し
て
、

募
金
箱
も
作
っ
て
い
た
だ
い
て
〃
加
年

目
の
パ
ス
ポ
ー
ト
〃
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
で
、
加
年
目
の
元
町
の
パ
ス

ポ
ー
ト
と
し
て
、
５
月
６
日
に
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
期
間
中
に
集
ま
っ
た
募
金
を

ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
組
織
委
員
会
に
渡

し
ま
し
た
。
募
金
そ
の
も
の
は
、
７
月

末
ま
で
続
け
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

坂
田
そ
の
他
に
は
、
去
年
の
ア
イ
デ

ァ
コ
ン
ペ
で
提
案
が
あ
っ
た
電
気
で
動

く
ベ
ン
チ
が
実
現
し
た
ん
で
す
よ
。
道

路
交
通
法
の
関
係
で
、
今
の
所
は
動
か

せ
な
い
ん
で
す
が
。
単
な
る
話
題
づ
く

り
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
次
に
続
け

て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ

と
な
ん
で
す
ね
。

島
田
ア
ー
ト
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
で

は
、
や
は
り
〃
愛
″
を
テ
ー
マ
に
大
阪

芸
術
大
学
の
５
つ
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
学

生
さ
ん
に
作
品
を
造
っ
て
も
ら
っ
た
ん

で
す
が
、
町
の
中
の
環
境
芸
術
と
い
う

こ
と
で
、
ず
っ
と
商
店
街
に
残
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

伊
藤
今
年
の
イ
ベ
ン
ト
の
中
に
〃
雑

学
大
学
″
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ゆ
く
ゆ

く
は
、
年
間
を
通
し
て
日
曜
日
に
は
誰

か
が
何
か
話
を
し
て
い
る
、
雑
学
で
は

あ
る
け
れ
ど
、
ち
ょ
っ
と
プ
ラ
ス
に
な

る
も
の
を
提
供
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
。
一
過
性
の
も
の
で
は
な
く
て
、
将

来
的
に
元
町
は
文
化
・
教
養
の
感
じ
る

街
と
し
て
少
し
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
せ

た
い
ん
で
す
。

蓮
池
去
年
か
ら
の
流
れ
で
、
お
客
様

の
要
求
を
反
映
し
て
い
こ
う
と
い
う
形

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
お

客
様
本
意
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
ず
に
少

し
ず
つ
で
も
、
前
む
き
に
頑
張
っ
て
い

く
こ
と
が
、
元
町
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
に
つ

な
が
っ
て
い
く
ん
だ
、
と
思
い
ま
す
。

３
１
２
１
１
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神
戸

緑
し
た
た
る
町
－
神
戸
。
！
と
い
う

印
象
を
受
け
る
の
は
私
一
人
で
は
あ
る

ま
い
。
新
神
戸
駅
に
降
り
た
っ
て
誰
し

も
美
し
い
緑
に
深
呼
吸
を
し
て
、
生
気

を
取
り
戻
す
こ
と
で
あ
ろ
う
。
神
戸
は
、

京
都
。
長
崎
と
共
に
私
の
大
好
き
な
町
、

屡
々
訪
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
度
毎
に
花

と
緑
が
よ
り
整
備
せ
ら
れ
て
い
て
嬉
し

い
の
で
あ
る
。
こ
の
花
と
緑
を
更
に
押

し
進
め
て
町
な
か
に
進
出
せ
し
め
た
い

の
で
あ
る
。

『
あ
な
た
に
と
っ
て
元
町
と
は
…
…
』

街
に
一
大
名
所
を
作
っ
て
人
の
流
れ
を

引
き
込
む
こ
と
を
考
え
な
く
て
は
な
ら

な
い
。で

は
以
下
具
体
案
を
い
く
つ
か
あ
げ

て
み
よ
う
。

元
町
は
神
戸
を
代
表
す
る
商
店
街
で

あ
る
と
い
う
こ
と
は
自
他
共
に
認
め
る

と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
神
戸
の
入

口
で
あ
っ
て
中
心
地
の
三
宮
か
ら
、
そ

の
ま
ま
足
を
延
ば
し
て
歩
け
る
範
囲
に

あ
る
格
好
の
ゾ
ー
ン
と
い
う
こ
と
が
で

き
よ
う
。

神
戸
を
訪
れ
る
人
々
は
、
先
ず
神
戸

を
知
る
た
め
に
三
宮
を
歩
く
だ
ろ
う
。

す
る
と
自
然
に
足
は
元
町
に
向
か
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
元
町
の
商
店

膝＆
元町・愛のフェスティバル
そしてユニバーシアード

５月６日風月堂ホールにて

ｌ
私
な
ら
こ
う
使
う
Ｉ

●
論
文
募
集
／
優
秀
賞
作
品
発
表

花
の
町
・
緑
の
町
Ｉ

佐
伯
有
文
八
広
島
市
ｖ

一
、
憩
い
の
場
と
す
る

楽
し
い
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
も
案
外
と
疲

れ
る
も
の
で
あ
る
。
三
宮
の
セ
ン
タ
ー

街
か
ら
元
町
の
商
店
街
ま
で
歩
き
続
け

れ
ば
少
々
パ
テ
気
味
。
そ
こ
で
瑚
誹
で

も
飲
む
か
ｌ
と
な
る
が
、
こ
れ
と
て
、

そ
う
そ
う
飲
め
る
も
の
で
も
な
く
、
ま

た
金
も
か
か
る
シ
ロ
モ
ノ
。
時
間
と
財

布
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
ゆ
っ
た
り
と

く
つ
ろ
げ
る
憩
い
の
広
場
は
是
非
と
も

必
要
で
あ
る
。
で
は
ど
の
よ
う
な
も
の

に
す
る
か
。

④
休
息
の
た
め
の
ソ
ー
フ
ァ
ー
を
置
く

四
周
を
樹
木
で
囲
ん
で
通
行
人
の
視

線
を
遮
る
。
そ
の
内
側
に
は
四
季
の
花

を
植
え
る
。
静
か
な
ム
ー
ド
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
を
流
す
。
ス
ペ
ー
ス
が
許
す
な
ら

花
時
計
を
設
け
る
。
休
息
の
場
を
兼
ね

た
待
ち
合
わ
せ
の
場
と
も
な
れ
ば
結
構

で
あ
る
。

、
給
揚
器
・
給
茶
器
を
設
け
る

軽
食
て
い
ど
の
も
の
が
と
れ
る
よ
う

飲
物
の
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
こ
と
も
忘
れ

な
い
で
。

⑧
ト
イ
レ
の
設
備

休
息
に
ト
イ
レ
は
つ
き
も
の
。
美
観

を
損
わ
ぬ
よ
う
シ
ャ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
で

し
か
も
防
臭
に
は
充
分
気
を
配
っ
て
も

ら
い
た
い
。
せ
っ
か
く
の
休
息
の
場
が

悪
臭
ブ
ン
ブ
ン
で
は
サ
マ
に
な
ら
な
い

か
ら
。

表彰状を受けとる佐伯さん

二
、
公
共
の
場
と
す
る

休
息
を
と
り
な
が
ら
、
し
か
も
何
か

の
用
が
足
せ
た
ら
、
・
便
利
こ
の
上
も
な

い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

④
ポ
ス
ト
・
公
衆
電
話
の
設
置

郵
便
を
投
函
し
よ
う
と
家
か
ら
持
っ

て
出
て
、
さ
て
ポ
ス
ト
が
見
付
か
ら
ず
、

再
び
荷
物
の
中
に
入
っ
た
ま
ま
家
ま
で

ｌ
ｌ２４
ｉ
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緑と白いテーブル・イスが饗しい元町どおり

棒
ち
帰
る
Ｉ
と
い
う
こ
と
は
屡
鋳
経

験
す
る
こ
と
で
あ
る
。
「
あ
あ
元
町
の

あ
そ
こ
へ
行
け
ば
何
か
が
出
来
る
Ｉ
」

と
い
う
イ
メ
Ｉ
ジ
を
植
え
つ
け
る
こ
と

は
、
や
が
て
元
町
で
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

に
つ
な
が
り
、
そ
れ
は
元
町
の
繁
栄
を

意
味
し
て
し
て
い
る
も
の
で
も
あ
る
。

、
旅
行
者
の
た
め
の
電
光
案
内
板
設
置

旅
行
者
に
と
っ
て
不
安
な
の
は
、
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
や
地
図
と
、
現
地
が
結
び

つ
か
な
い
点
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
行
先

の
り
ば
、
場
所
な
ど
、
ご
く
大
ま
か
で

よ
い
か
ら
電
光
で
示
す
式
（
押
し
ボ
タ

ン
を
押
し
て
希
望
の
も
の
を
選
ぶ
）
の

も
の
を
設
け
た
ら
よ
か
ろ
う
。

私
は
四
月
十
七
・
十
八
日
神
戸
市
に

遊
ん
だ
が
、
そ
の
折
、
地
元
の
人
か
ら

の
親
切
な
案
内
を
受
け
て
、
実
に
快
適

に
旅
行
で
き
、
感
激
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
。
男
性
三
人
、
女
性
一
人
１
１
旅

先
で
不
案
内
の
ま
ま
案
内
を
乞
う
た

ら
、
実
に
捧
い
所
に
手
の
届
く
よ
う
な

説
明
と
案
内
を
う
け
て
、
実
に
さ
わ
や

か
な
気
持
で
あ
っ
た
。
名
前
も
き
か
な

か
っ
た
ま
ま
に
、
こ
の
紙
面
で
謝
意
を

表
し
た
い
。

こ
の
よ
う
な
他
人
の
手
を
煩
わ
さ
ず

に
、
自
分
で
探
し
調
べ
る
こ
と
の
で
き

る
案
内
板
設
置
の
ア
イ
デ
ア
が
閃
い
た

の
で
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。

三
、
そ
の
他
参
考

こ
れ
は
、
こ
の
空
間
と
は
直
接
関
係

な
い
が
、
元
町
商
店
街
の
発
展
の
た
め

の
提
案
を
い
く
つ
か
述
べ
て
み
た
い
。

①
ド
ー
ム
は
明
る
く

ド
ー
ム
が
暗
い
と
、
気
分
ま
で
滅
入

っ
て
し
ま
う
。
そ
の
点
セ
ン
タ
ー
街
は
、

元
町
商
店
街
に
劣
っ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
陰
気
で
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し

む
と
い
う
気
に
は
な
れ
な
か
っ
た
。

②
店
の
ジ
ャ
ン
ル
別
表
示
に
工
夫
を

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
し
て
い
て
、
自
分

の
目
当
て
の
品
物
は
ど
こ
に
売
っ
て
い

る
か
と
い
う
の
が
最
大
関
心
事
で
あ
ろ

う
。
そ
こ
で
店
の
ジ
ャ
ン
ル
別
表
示
を

今
回
は
、
優
秀
賞
５
点
の
中
か
ら
、

遠
く
は
広
島
市
か
ら
応
募
を
さ
れ
た
、

佐
伯
有
文
さ
ん
の
論
文
を
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

昨
年
Ⅷ
元
町
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
・
愛
の

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
、
「
元
町
ま
ち
づ

く
り
ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ
」
を
行
な
い
、

た
く
さ
ん
の
素
晴
し
い
ア
イ
デ
ア
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
そ
れ
ら
の

ア
イ
デ
ア
を
さ
ら
に
具
体
化
す
る
た
め

の
論
文
を
『
あ
な
た
に
と
っ
て
元
町
と

は
…
…
』
を
テ
ー
マ
に
広
く
一
般
か
ら

募
り
ま
し
た
。
数
多
く
の
論
文
が
寄
せ

ら
れ
、
選
考
の
結
果
、
優
秀
賞
５
点
、

佳
作
５
点
、
特
別
賞
１
点
が
決
定
し
ま

し
た
。

八
優
秀
賞
Ｖ

古
郡
祐
蔵
／
田
村
和
／
佐
伯
有
文

／
大
野
己
喜
夫
／
西
川
武
彦

八
佳
作
Ｖ

佐
藤
五
郎
／
野
田
豊
子
／
伊
藤
嘉
彦

／
谷
口
益
夫
／
藤
田
能
広

八
特
別
賞
Ｖ

藤
本
稔
之
八
敬
称
略
Ｖ

１
１２５

カ
ラ
ー
別
に
表
示
す
る
と
わ
か
り
易
く

て
よ
か
ろ
う
。
ブ
ル
ー
の
看
板
だ
か
ら
、

洋
服
店
だ
な
Ｉ
と
わ
か
り
、
赤
の
看

板
だ
か
ら
カ
メ
ラ
店
だ
な
Ｉ
と
判
断

で
き
た
ら
便
利
こ
の
上
も
な
か
ろ
う
。

し
か
も
町
並
は
単
純
に
ス
ッ
キ
リ
と
整

理
さ
れ
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
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